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前言

戦後未曽有の蔓延を来した畑虫禍は，今日依然として

国民保健上の大きな問題となっている。その防遁には根

本的，積極的な公衆衛生上の施策が必要であることは論

をまたないが，他面簡易で普及され易い，しかも効果的

な予防法も大いに研究されねばならないと思う。この意

味て、経口感染の一歩手前て感染源の撲滅を図る方法とし

て野菜，漬物類の熱湯処理をとり上げてみた。効果の観

察は主として良村に於て集団調査の形て開始された。木

調査の意図するところは，この種のいわば個人衛生的な

予防法が大衆の支持をうけてどの程度実行されるか， ま

た野菜，漬物類が畑虫感染源の仲介者としてどの程度の

役割をもっているか等，公衆衛生上の諸問題に対して判

断の資料を提供するととにある。なおとれらの集団的な

観察と並行して，熱湯処理の効果判断に必要な 2' 3の

基礎的実験も行った。

第 1図 各部落における駆虫と熱湯処理の経過
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Toichiro Sawadα＊， Masamitsu Otsuru＊牢， lchibe

Ohba* and Yoshio Mori*: A simple prophylactic 

measure against ascaris infection. - The pro-

phylactic effect of an extensive practice of boil-

ing water treatment of fresh and pickled vegeta-

bles against infection with ascaris.一一

（本 The3rd Clinic of Internal Medicine, Faculty 

of Medicine, Kyushu University. 

料 Departmentof Medical Zoology, Faculty of 

Medicine, Niigata University.) 

I. 調査の概要

本調査は福岡県嘉穂郡嘉穂町大字馬見〈旧足白村，以

下足白〉， 山田市大字熊畑〈以下熊畑〉の 2個所て行わ

れた。足白は戸数 267戸，人口1762名，米麦を主とする

純農村て、，人民を重要な肥料とするが，その腐熟使用は

不充分で、，厚生特式改良便所は存在しない。熊畑は農家

95戸 c642名〉，大部分自家菜園を持つ炭鉱々員 149戸

c 493名〉，その他を加えて 276戸（1278名〉て，何れも人
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民をr:f1要な肥料とする。最初に各部落の検便とj駆虫を反

復実施して出来るだけ駆虫し，同時に各家庭に対しては

野菜，漬物類の熱湯処理を啓蒙指導してその励行を求め

たO そして最終駆虫後の検便成漬を起点として，その後

各部落の感染率と感染度の推移から本予防法の効果を判

断した。足白ては昭和26年10月開始し，駆虫後の27年1

月を起点として 5月，10月の各期に検便を実施（第1年

目〉，第 2年目は再駆虫後の28年5月を起点として10月，

29年2月及び 7月の各期に検便を実施した。感染度をも

併せ観察した足自の 1部落（鎌田部落〉は駆虫後の27年

3月を起点として 5月，10月の各期（第1年目〉，第 2年

目は全部落と同時に行った。 熊畑は28年1月開始し，駆

虫後の 8月を起点として29年1月（第1年目〉，再駆虫後

の 4月を起点として10月に検便を実施した（第2年目〉。

その経過の概要を図示すると第 l図の通りである。

検便方法

検便は全員にマッチ箱一杯の尿使を提山させた。足白

15部落の中て14部落は第 1, 2年を通じて直接塗抹法に

より，鎌田部落〈第2年自には原田部落を加う〉は Stoll

法を用いて感染度〈尿便 1g中の卵数，Eggsper Gram, 

EPG）も求めた。各期の平均感染度は検便陽性者につい

ての平均卵数を算出した。熊畑は全て直接塗抹法によっ

た。なお騒虫に続く後検使はすべて 8週後に実施した。

〔寄生虫学雑誌、・第 5巻 ・第 3号

目盛に達せしめ，次て小ガラス球10個を入れて振漫溶解

し，その 0.15ccをメスピベYトて載物ガラスに滴下し

て，22×50mrnの被蓋ガラスでおおい，十字可動装置で全

視野の卵数を鏡下に数えた。同卵数の 100倍が上記の卵

数（EPG）を示すことになる。

駆虫方法

駆虫薬はへノポヂ油製剤〈アスカリドール「ナガJ' 
l球中0.15g含有〉を用いた。姻虫，鈎虫の陽性者は全

員参集を求め，当事者の眼の前て駆虫薬を年齢に応じて

服用させた（大人量，畑虫は8～4球を頓用， 鈎虫は 6

球を1時間々隔て2回に分服〉。服薬に際しては前日の

夕食をひかえ自にし， 当日は司食を摂らずに参集せし

め，駆虫薬服用 1時間後にミレバール2～ 8錠〈日本薬

局方ピサチン錠，1錠 5mg）を服用させた。

野菜，漬物類の熱湯処理方法

野菜，漬物類の熱湯処理には，食前または野菜を漬け

る前に低くとも10℃以上の熱湯中に約10秒間浸潰するこ

とを実行せしめた。食前処理の場合は水を良く切って熱

湯につけるか，止むを得ない場合にはまな板の上に漬物

を載せ良くもふるほぐしながら熱湯をかける。処理後，冷

水に投入する。 70°0の温度を知る方法としては，熱湯中

に指先をつけた場合あつくて直ぐ挙げねばならぬ程度と

指導した。

直接塗抹法 ： 18×18mmの塗抹標本2枚を作り，十字 II. 調査成績

可動装置により全視野を鏡検した。 c 1)野菜，演物額の熱湯処理の実態（第l表〉
') Stoll法 ： 尿便 3gを45ccのことろに目盛をつけた 当地方ては野菜の生食はほとんど行われないので，当

大試験管に入れ， 1/10規定苛性ソーダ液を注いて前記の 然漬物類に重点が向けられた。漬物類（普通の漬物と浅

第 1表 各部落における熱湯処理実行の状況（家庭単位〉

第 1 年 目 第 2 年 目

落 見リ A B c D A B c D 
く%） く？の （%〕 (%) 計 (::6) （%〕 (%) くタの

計

金 部 落 20 54 55 35 
164 

90 53 36 19 
195 

足 （禁固，原因） (12.2) (32.9) (33.5) (21.3) (46.2) (27.2) (18.5) ( 8.2) 落を除〈
4 5 7 1 

17 3 3 2 9 
17 鎌田部落 く23.5) (29.4) (41.2) ( 5.9) (17.6) (17 .6) (11.8) (52.9) 

3 6 7 3 
19 13 2 3 1 

19 原田部落 く15.8) (31.6) (36.8) (15.8) (68.4) (10.5) (15.8) ( 5.3) 
自 27 65 69 39 

200 106 58 41 26 
231 計 (13.5) (32.5) (34.5) (19.5) (45.9) (25.1) (17 .8) (11.3) 

56 16 31 22 70 17 9 11 
熊 広岡

(24.8) (17.6) 
125 

(65.4) 
107 (44.8) (12.8) (15.9) ( 8.4) (10.3) 

但し.A,B,C,D の符号は熱湯処理実行の程度を し必ず

c 78 ) 
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戸中A56戸（44.8%),D22戸（17.6%）てあったが，第

2年目は 107戸中A70戸（65.4%),Dll戸 (10.3%）と

なった。

(2）感染率及び感染度の推移

〈イ〉足白〈第2，第3図〉

足白全部落の畑虫感染率の推移は第2図に示す通りで

ある。即：！：）第1年目は駆虫により68.7%より30.2%に減

少した。熱湯処理の程度別にみても， A,B, C及びD

共に最初（67~72%）の 1/2 以下（26~34%）に下降し

た。駆虫後27年1月， 5月及び10月の各時期について感

染率の推移を観察すると，時の経過と共に 1月30.2%,

5月49.1%,10月60.9%と上昇した。乙の感染率の推移

を経過期間と熱湯処理程度の 2要因に牙けて要因分析を

試みると，推計学的に期llJJ〔Pr.{F>Fs32. 7} <0.01〕，

処理〔Pr.{F>F対 8.1｝く0.01〕共に有意の差を認めた。

即ち駆虫後の 1月.－－－10月間にA （前後の差17.1%）がB

〔28.2%),C (36.190), Dく38.2%）に比べて感染率の上

昇が最も緩慢てゐる。第 1年目終了後再び駆虫を実施し

たところ28年5月にはその感染率が32.9%となり，その

後10月32.0%,29年2月38.4%, 7月44.096と時の経過

と共にやはり上昇しているが，第l年目よりゆるやかで

漬，主として葉菜〉は漬ける前または食前に熱湯処理す

る2方法があるが，一政に行わ札ているのはほとんど後

者である。その方法は洗い槽（約 6l入り〉に凡そ70～

90°0の熱湯を約半量入札，それに漬物の水をよく切って

入れ，熱湯中に充分浸漬して約10秒間よくもみほぐして

やる。丁寧な主婦は出来るだけ葉を一枚一枚はがして熱

湯中につける。また板の上に漬物をのせて熱湯を注ぎか

ける方法，洗い槽に漬物を入れ，それに熱湯を注ぎかける

方法，漬物にする前に野菜を水洗して熱湯中につける方

法等は第1年自には一部行われていたが，第2年目から

はほとんど行われなかっ／と。指導には保健所の保健婦，

各部落の衛生係と協力して各家庭を歴訪し，また婦人会

に強力に働きかけて主婦の熱意を換気した。その実態に

ついては，各戸を訪問調査し，毎回確実に実行している家

庭〈以下A），処理方法は確実であるが，稀に忘れる家庭

（以下B），実行と不実行とが半々の家庭〈以下C）及び

殆んど実行していない家庭〈以下D）の 4階級に分けて

記録した。足白及び熊畑における各年の平均的な処理状

況は第 1表に示す通りである。即ち足白全部落ては第1

年目 200戸中理恕的に行われている家庭（A）は27戸〈

13.5%），殆んど実行していない家庭（D）は39戸（19.5

%〉であったが，第2年目は 231戸中 A 106戸（45.9

%), D26戸（11.3%）と好転した。熊畑ては第 1年目 125

c 79 ) 
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Fった。乙の感染率の推移をj)IJ同様経過期間と熱湯処理

程度の 2要因に牙けて要因分析すると，期間〔Pr.{F>

F討 12.7}くO.OlJ処理〔Pr.{F >Fs62.0｝く0.01〕共に

有志の差を認め，28年5月一29年7月間にA （前後の差，

1.1%）はB (14.9%), C (25.9%), D (21.1%）に比

べて感染率の上昇が最も緩慢である。次にとれらの成績

を年齢別に観察すると，1-6歳〈乳幼児期〉ては最初

75.5%の感染率であったが，駆虫後時の経過と共に27年

1凡50.0%,5月69.4%.10月73.1%と上昇した。 ζの感

染率の推移を経過期間と熱湯処理程度の 2要因に分けて

要因分析すると，期間ては有志の差を認めた〔Pr.{F>

F討 8.1}く0.05〕が，処理ては有意の差を認めなかった

〔Pr.{F>Fs 1.7}>0.05〕。第 1年目終了後再び駆虫

を実施し，第2年目の推移な観察す乙 ι28年5月48.3

9o, 10月50.0%,29年2月:J3.9%, 7月58.0%を示し．

た。この感染率の推移を要因分析すると，期間ては有

意の差は認め難い〔Pr.{F >Fs 9.0} >0.05〕が，処理

ては有意の傾向が認められた〔O.lO>Pr.{F >Fs 3.4} 

>0.05〕。即ち28年5月一29年7月の問にAがB,C及び

D：こ比べて感染率の上昇が緩慢のようである。 7-15歳

（学齢期〉ては最初70.1%であったが，駆虫により減少し，

時の経過と共に27年1月32.4%, 5月48.9%,10月64.8

%と上昇した。この感染率の推移を要因牙析すると，期

間〔Pr.{F >F,,21.8}21.8｝く0.01〕，処理〔Pr.{F>F付

9.9｝く0.01〕共に有意の差を認め， 1月ー10月間にA

(1]ij後の差別.5%）がB (26.0%), C (31. 9%), D(41.0 

%） に比べてやはり緩慢である。 ~n 年目終了後再び駆
虫を実施し，第 2年自の推移を観察すると ，28年6月33.3

%, 10月37.8%, 29年2月38.1%. 7月45.9%となり，

~n 年自に比べて上昇がゆるやかであった。との感染率
の推移を要因分析すると，期間ては有意の差は認め難い

〔Pr.{F>Fs 0.3} >0.05〕が，処理ては有意の差めを認

／，＇〔Pr.{ F > F s 8. 0｝く0.01〕，やはり AがB,C及びD

にj七べてその上昇が緩慢て、Ji＞る。 16歳以上（労働年齢期〉

ては最初66.6%でああったが，駆虫後時の経過と共に27

年1月24.7%. 5月44.3%,10月56.8%となった。との感

染率の推移を要因牙析すると，期間ては有意の差を認め

た lPr.{F>Fs16.4｝く0.01〕が， 処理ては有意の差を

認わなかった〔Pr.{F>Fs 3.6} >0.05〕。第 1年目終

了後再び駆虫を実施し，その後の推移を観察すると， 28

年 5月29.1%,10月24.5%.29年2月33.8°6,7月39.0%

と漸次上昇した。との感染率の推移を要因牙析すると，

期間〔Pr.{F >Fs 9.4｝く0.02〕，処理〔Pr.{F>F付

254｝く O.OOlJ共に有意の差を認め， 28年 5 月 ~29年

7月の問にA（前後の差 3.4%）がB (12.3%), C (21. 7 

〔寄生虫学雑誌・第 5巻 ・第 3号

%), D (25.0%）に比べて上昇が最も緩慢である。

鎌田部落の感染度（平均卵数， EPG）の推移は第8

図の通りである。最初 11048個であったが，駆虫により

著しく減少して27年8月2757個，その後 5月5717個，10

月5746個となり，時の経過と共に増加を示した。 27年8

月一10月聞の感染度の増加（前後の差〉を熱湯処理程度

別（Dなし〉に比較すると，それぞれA2779個，B4241

個， 03079個となり， Aが他に比べて緩慢のようであ

る。第1年目；終了後再び駆虫を実施したと乙ろ28年5月

1078個となり，その後時の経過と共に10月3198個，29年

2月4763個， 7月9514個と急激に増加した。駆虫後の28

年 5月一29年 7月閣の感染度の増加（前後の差〉を熱湯

処理程度別に比較すると，それぞれA 678個，B 4000 

第4図 熊畑の姻虫感染率の推移
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伺， c10416個， D 14689個となり， Aが最も緩慢であ

る。原田部落は第2年目（28年8月〉より Stoll法によ

る検便を実施した。最初の感染度は 14816個であった

が，駆虫により著しく減少してお年 6月1656個，その後

10月1453個， 29年2月1650個， 7月3611伺を示した。 28

年5月ー29年 7月間の感染度の増加を熱湯処理程度別に

比較す乙と， A 937個は07290個に比べてきわめて緩慢

てあるc

（ロ〉熊畑〈第4図〉

最初の胴虫感染率は71.7%であったが駆虫により32.7

%に減少し， A,B, C及びD共に最初（68-83%）の

c 80 ) 
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第 3表熱湯処理によ る野菜のビタミシ減少率

ビタミシ B1の減少率
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70°C 

10希少

10株

16% 

熱湯温度

浸漬時間

例数
ビタミユ／ B1の
平均減少率

90°C 

10;.frp 

47株

29% 

80°C 

lO;jゆ

33株

13% 

70°C 

lO;f'.少

25株

4 ~b 

ビタミシCの減少率

熱湯温度

浸漬時間

例数
ビタミジ Cの
平均減少率

食塩水て稀釈して 2枚のガーゼて漉過した施液を加えて

遠心沈澱し，各器官，組織に移行した蜘虫幼虫の検出を

行った。かくして得た回収幼虫と最初の投与卵数との比

率え：求め，それと対照とを比較して虫卵の死滅率を算出

した（対照は無処理の姻虫卵をマウスに城下せしめたも

の〉。 70°0,80°0及び90°0の各温度て熱湯処理した漬物

の葉部及び芯部における附着虫卵の平均死滅率は第2表

の通りである。即ち熱湯の直接及ぶ葉部ては70。c,80°0 

90℃の各温度に約10秒間浸潰するととによって虫卵は何

れも完全に死滅するが，熱湯の及びにくい芯部ては10秒

間j浸漬て 70°061%, 80°0 65%, 90。ci71%の平均死滅

率を示した。

(4）野菜類の熱湯処理によるピタミン B1及びCの

減少率

70～90°0の各温度に野菜を10秒間浸漬けた場合のピタ

ミン B1及びCの減少率を調べてみた。成績は第3表に

みるように，ビタミンB1は70℃16%,80°020%, 90°030 

l / 2以下（23~26%）に下降した。駆虫後28年 8 月 ， 29年

1月の各時期について感染率の推移を観察すると，時の

経過と共に 8月32.7%, 29年1月56.4%と上昇した。と

の感染率の推移を経過期間と熱湯処理程度の 2要因に分

けて要因牙析すると，期間ては有意の差を示した〔Pr.

{F>F~;4 9 . 1 ｝く 0 .001〕が，処理ては有意の傾向が認め

ι.ilた〔0.01〕＞Pr.{F>FHl0.0}>o.o~〕。 即：！？ ！駆虫

後の 3月から翌年 1月の間にA (1]ii後の差19.0%）がB

(42.2%), C (19.8%), D (27.4%）に比べて上昇が緩

慢のようである。 第 1年目終了後再び駆虫を実施したと

とろ29年4月には29.6%に減少したが，その後10月には

44.0%に上昇した。乙の感染率の推移を要因分析すると

期間〔Pr.{F>Fs13.0｝く 0.001〕，処理〔Pr.{F>Fs21.3}

く0.05〕共に有意の差を認めた。即ち 4月一10月聞にA

Cilli後の差14.4%),B (11.8%), C (19.4%), D (30.4 

%〉共に感染率の上昇任示したが， AはC, Dに比べて

緩慢であるといえる。

(3）野菜，漬物類に附着した畑虫卵に対する熱湯処

理の殺滅効果

28°0の解卵器中て培養し，イ子虫形成後約2週間経過し

た畑虫卵を人工的に高菜漬に附着せしめ，前記熱湯処理

方法による虫卵の死滅試験を行った。即ち約6l入りニ

ューム製洗い槽に約 3lの熱湯（70～90°0）を入れ，凡

そ 50000個の畑虫卵を附着させた高菜漬c300～500 g) 

を水を切って完全に熱湯中に浸漬し，約10秒間よくもム

ほぐしてやる。それを取り山した後，水道の流水でよく

洗称し，その液を遠心沈澱して虫卵を集めた。とれをビ

ニール製管を用いて 2匹のマウスに経口的に与え，1日

経過後解剖して，胸，腹腔内を生理的食塩水て洗糠した

液；こ，心，肺，気管，肝等を：乳鉢でよく磨砕し，生理的

昭和 31年 9 月（1956〕〕

%の平均減少率を，ビタミンCは70°04 %, 80°013%~ 

90C029%の平均減少率を示した。

III. 総括及び考察

(1）本予防方法の効果

足白ては第1年目確実な家庭（A）と殆んど実行しな

い家庭（D）について駆虫後〈凡そ 9月後〉の感染率の

上昇を比較すると，A （前後の差17.1%）はD(38.2%)

の凡そ l/ 2 てある。第2年目再駆虫後の感染率の推移（凡

漬物の熱湯処理による姻虫卵の死減率第 2表

葉の部分

90°C 

10~むよ

11株

100タ6

80°C 

10秒

8株

100% 

70°C 

10秒

9株

10096' 

熱湯温度

浸漬時間

例数
胴虫卵の
平均死滅率

そ14月後〉をみると，Aは殆んど上昇なく， Dは最初に

復する著明な増加を示した。鎌田部落の感染皮について

は，特に再駆虫後，第2年目の感染度の増加をムると，

駆虫直後A,Cほ三同卵数であったものが，凡そ14月後

A （前後の差1978個〉はcc 12217個〉の凡そl/sとなっ

70° C 80° C 90° C 

10秒 10秒 10秒

9株 8株 11株

61,90' 65% 71% 

熱湯温度

浸漬時間

例数
胴虫卵の
平均死誠率

→←庁、立『ノ1
Jじ、叱ノ回Pフコ
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た。原田部落についても駆虫後〈凡そ14月後〉の増加が

A（前後の差 937個〉はc(72901国〉の凡そl/sて、あった。

熊畑ては駆虫後の感染率の上昇が第1年目A （前後の差

19.0%）はD(27.4%）の凡そ2/3，第 2年自にはA (14.4 

%〉はD(30.4%）の凡そ l/2て、ちった。熱湯処理効果を

年齢別に観察すると，第 1年目は各年齢共に処理の効果

が余りあらわれて来なかっえが，第 2年目 より認められ

るようになった。特に 7歳以上て、は熱湯処理の実行は即日l

虫の再感染をかなり抑制することを示し，乳幼児期ても

処理を確実に実行すれば成人同様の効果が期徒されるよ

うである。なおとれらの部活の漬物について同時に刺虫

卵の附着状況を調べたところ，株の平均約35%に虫卵を

検出し，仔虫包蔵卵も認めらliた。以上のことから確実

二熱湯処理を実行している家庭はほとんど実行しない家

庭に比べて，確かに再感染の頻度と畳がかなり抑制され

〈いるといえると思う。このことは一面において野菜，

清物摘が畑虫感染の仲介者として担っている役割も示す

ものであるが，人尿が疏菜に施肥されている限り ，そjし

らは依然として大きいものと考えられるわけである。も

とより野菜，漬物類が畑虫感染に当って担っている役割l

は，その地方の環境や慣習にかなり影響されるものであ

るととも考慮、しておく必要がある。なお本作業ては，熱

湯処理は鈎虫（主としてズピニ鈎虫が分布〉に対しては

予防効果乍認めることが出来なかった。

(2）普及の可能性

足白て、は本作業の実施に当って旧足白村長を始め各種

の団体が終始協力的で，また柴田駆虫，検便等の機会に

保健所主催の講演会が開催さ，）1.,，一般の哲蒙指導，殊に

家庭の主婦の関心を深めることに勉めた。かくて始めは

半信半疑てあった農村の人達も次第にその意図を理解し

て率先励行するようになり ，お 1年自には毎回確実に実

行する家庭が13.5%程度であったのが，第 2年自には一

躍45.9%となり，熊畑も第 1年目44.8%て、あったのが，

第 2年目には65.4%に上昇した。なおその方法が簡易て

あるため，一度理解されて率先励行されるようになる

と，習性となり充分長続きすることも事実てある。また

か〉る熱湯処理は実際に漬物の味に影響を与えるもので

なく ， 野菜のピタミン B1' Cの損失も大した問題ては

ない。結局かかる予防法の一般大衆への法透は決して困

難ではなく ，要はその当事者と一般の熱意と理解如何に

かかっているというととが山来る。足白ては本作業の普

及と共に部落民や部落医の問から腹痛を始め胃腸病患者

の減少，田植，刈入時の疲労感の軽減，顔色がよくなっ

〔寄生虫学雑誌、 ・第 5巻 ・第 3号

たこと，食慾増進等の声を！万］き，部落民の保健上良結果

を招来しつつあるようであり，他方飲食物に対する衛生

観念を育成する上にも大いに役立った。 以上の経験か

ら，本予防法は一般大衆に対して指導よろしきを得ば充

分普及，実施される可能性があると思う。

結論

野菜，漬物類は畑虫感染の仲介者として依然大きな役割

を担っており，その熱湯処理の実行を大衆に普及するこ

とは相当の予防効果を収めることが出来る。
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Summary 

Needless to repeat, the unprecedented country嶋

wide postwar spreacl of parasites, ascaris in 
particular, is a nonnegligible menace to national 
health. Chief among the causes are the exten-
sive use of human feces as fertilizer in kitchen 
gardens by towns-folk under stress of the post” 

war food.shortage (towns as well villages made 
infested thereby), the reduced physical resistance 
due to undernourishment, the scarcity of helmin-
tics, the retarded sanitary activities. 

Today the ascaris among other parasites is 
attracting so much attention as it seldom did 
before. The prophylactic measure the authors 
took was to avert peroral infection by treating 
vegetables, fresh or pickled, with boiling water 
for destruction of ascaris eggs before they were 
used as food. 

The effect of the measure was checked in the 
form of mass investigation mainly in farm-vil-
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lages by comparing the number of infected per・
sons in percentage and the number of eggs per 
gram of feces before the enforcement with those 
during or after it. 

The results reached were roughly as follows: 
1) The infection rate was as high among the 

villagers of Umami ¥formaly Ashijiro), Kaho・
machi and of Kumagahata, Yamadashi, as among 
those of most other agricultural villages, as exa-
mined at the beginning of the present investiga-
tion. 

2) At Ashijiro village the boilingwater treat-・ 
ment of vegetables was enforced at the authors' 
advice by some 46% of the households, including 
14% which were actually known to be practising 
it, in the first year, and by some 71%, 46% be-・ 
ing ascertained in the second year; at Kumaga-
hata by some 58%, including 45% ascertained 
cases in the first year. and by some 81%, 65.9~ 
being ascertained in the second. 

3) The effect of the prophylactic measure 
was seen in the fact that tne number of house-
hold members who had enforced the measure 
tolerably well and yet were reinfected with 
ascaris was about 1/2 to 1/3 of that of those who. 
had taken no such prophylactic measure and had 
ascaris reinfection and that the numder of the 
eggs detected in the former group was 1/2 to 1/8 
of that of those found in the latter. 

4) Eggs of the ascaris, some containing larvae 
were found attached to vegetables pickled for 
consumption by the villagers in 35% of cases. 

5) Experiment boiling water treatment of 
vegetables, fresh or pickled, with eggs of the 
ascaris artificially attached to them, had this in咽

secticidal effect : 
The eggs were all found dead on the leaves of 

the vegetables kept immersed in water at 70°C, 
80°C or 90°C for some 10 seconds; in the stems 
kept immersed for 10 seconds 61% of the eggs 
were killed at 70°C, 65.90' at 80°C and 715'b at 
90°C. 
6 The Vitamins contained in those vegetables 

were a旺ectedafter 10 seconds' immersion in this 
way: On the average, Vitamin B1 was reduced 
16.96' at 70°C, 20.90' at 80°C, 30% at 90°C; Vita-
min C, 4% at 70°C, 135'6' at 80°C, 29% at 90°C. 
7l The enforcement of the measure resulted 

in the promotion of the villagers' health and 
advancement of their sanitary knowledge about 
food and drink. 
8) Vegetables, fresh and pickled, are still 

playing an important role as conveyers of the 
ascaris eggs. 
9) The proyhylactic measure described above 

is practicable by all members of the communitr 
for its simplicity. 




